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著書

齋藤　三千政
• 単著，青森県ゆかりの文学 Ⅳ．北方新社，平成30年10月．

中川　貴仁
• 共著， 救急医学，救急救命士としてのプロフェッショナルオートノミーのあり方，へるす出版，平成30年10月号．

平岡　恭一
• 共著，行動分析学事典　（Ⅱ部実験的行動分析　4 章選択行動　「選択行動」pp.350‒353；「選択行動の理論」
pp.354‒357；「対応法則（マッチング法則）」pp.358‒361）丸善出版．2019年 4 月．

若松　　淳
• 共著，3 訂版アトラス救助隊員のための外傷アプローチ，編著，18～45，東京法令出版，平成30年10月 1 日．

原著論文

浅田　一彦
• 共著，荒木謙太郎，小薗真知子，浅田一彦，清水栄司：言語障害スクリーニングテスト（STAD）の標準化試験．
臨床神経心理，29，11‒16，2018.

木田　和幸
• Satomi Nakashima, Haruka Shimoyama, Hiroko Miyachi, Hiromi Moriyama, Yukiko Mano, Kazuyuki Kida：At 
What Age Do Children Recognize The Amount They Eat ?, Hirosaki Med. J. , 69 (1‒4), 179‒186, 2019, 3.

高瀬　園子
• Sonoko Takase, Ryoko Tsuchiya, Yoshiko Nishizawa: THE INFLUENCE OF PERSONAL CHARACTERISTICS 
AND LEARNING MOTIVATION ON THE PROFESSIONAL IDENTITY OF NURSING STUDENTS. Hirosaki 
Medical Journal. 69 : 66‒77. 2019.（平成31年 3 月）．

• Yoshiko Nishizawa, Keiko Aizu, Kohsei Kudo, Sonoko Takase, Ryoko Tsuchiya, Yuka Noto, Chiaki Kitamiya, 
Yoichiro Hosokawa : Impressions of Hazmat Suits Based on Color. Open Journal of Nursing. 8 (12) : 879‒888. 2018. 

（平成30年12月）．

千葉　さおり
• 共著， 及川友和，一戸一輝，千葉さおり，西川真史： 橈骨遠位端骨折に対する早期bridging創外固定術後のセラ
ピィについて，日本創外固定・骨延長学会雑誌　30；131‒134，2019．

𡈽田　成紀
• Wakasa Y, Kimura N, Yamada T, Shimizu T, Hakamada K, Tsuchida S. : Delay in hepatocyte proliferation and 
prostaglandin D2 synthase expression for cholestasis due to endotoxin during partial hepatectomy in rats（肝部
分切除後ラットにおけるエンドトキシン誘発性胆汁うっ滞に伴う肝再生遅延とプロスタグランジンD2合成酵素発
現）．Molecular Medicine Reports 印刷中，2019年 9 月．

鳥羽　　栞
• 共著，鳥羽栞，金明月，山田雅巳，松本早紀子，安永卓生，福永優子，宮澤淳夫，小嶋寛明，新井由之，永井
健治，広常真治：微小管結合タンパク質アルファシヌクレインの神経軸索内輸送における機能解析．Dementia 
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Japan 32 (3) 426‒426, 2018年．
• 共著，鳥羽栞，柏谷都人喜，小松裕卓，小屋迫光太郎：医療系国家試験受験者の生理学学習支援に向けたサーバ接
続型アプリの提案．弘前医療福祉大学短期大学部紀要  7 （1） 1‒7, 2019年．

中根　明夫
• Asano K, Narita K, Hirose S, Nakane A : Contribution of toxic shock syndrome toxin-1 to systemic inflammation 
investigated by a mouse model of cervicovaginal infection with Staphylococcus aureus. Med Microbiol Immunol 
207(5‒6) : 297‒306, 2018. doi 10.1007/s00430‒018‒0551‒4　平成30年10月．

• Ono HK, Hachiya N, Suzuki Y, Naito I, Hirose S, Asano K, Omoe K, Nakane A, Hu D-L : Development of an 
immunoassay for detection of staphylococcal enterotoxin-like J, a non-characterized toxin. Toxins 10 (11 ) : 458 , 
2018. doi.org/10.3390/toxins10110458 平成30年11月．

• Fang R, Cui J, Cui T, Guo H, Ono HK, Park C-H, Okamura M, Nakane A, Hu D-L : Staphylococcal enterotoxin C 
is an important virulence factor for mastitis. Toxins 11(3): 141, 2019. doi : 10.3390/toxins11030141 平成31年3月．

• Tanaka N, Hiraga H, Sakuraba H, Murai Y, Maeda T, Watanabe R, Ota S, Akemoto Y, Hasui K, Yoshida S, Asano 
K, Nakane A, Fukuda S： Vitamin A deficiency impairs resistance to Listeria monocytogenes infection through 
excessive apoptosis of macrophages. Hirosaki Med J 69 (1‒4) : 163‒171, 2019. 平成31年3月．

• Ono HK, Hirose S, Narita K, Sugiyama M, Asano K, Hu D-L, Nakane A : Histamine release from intestinal mast 
cells induced by staphylococcal enterotoxin A (SEA) evokes vomiting reflex in common marmoset. PLoS Pathog 
15 (5) : e1007803, 2019. https://doi.org/10.1371/ journal.ppat.1007803 令和元年 5 月．

西沢　義子
• Yoshiko Nishizawa, Keiko Aizu, Kohsei Kudo, Sonoko Takase, Ryoko Tsuchiya,Yuka Noto, Chiaki Kitamiya, 
Yoichiro Hosokawa : Impressions of Hazmat Suits Based on Color, Open Journal of Nursing, 8, 879‒898, 2018.

• Sonoko Takase, Ryoko Tsuchiya, Yoshiko Nishizawa : The Influence Of Personal Characteristics And Learning 
Motivation On The Professional Identity Of Nursing Students, Hirosaki Medical Journal, 69, 66‒77, 2019.

• Mika Sato, Yoshiko Nishizawa: CONSIDERATION OF CONTENTS OF DISASTER NURSING EDUCATION 
IN BASIC NURSING EDUCATION: KNOWLEDGE AND PRACTICAL ABILITY REQUIRED FOR 
RADIATION DISASTER NURSING, Hirosaki Medical Journal, 69, 44‒56, 2019.

• 共著，中川孝子，藤田あけみ，西沢義子： 認知症高齢者グループホームにおける「その人らしさを尊重したケア」
の実態と影響要因，弘前医学，69，57‒65，2019.

早川　和江
• 共著，早川和江，三浦咲織，日景弥生，加藤陽治：むつ市民を対象とした「2017年食育・健康講座」の意義と課
題，弘前大学教育学部紀要，120，95‒99，2018年10月．

• 共著，三浦咲織，坂本謙二，早川和江，日景弥生，加藤陽治：むつ市民を対象とした 3 年間の「食育・健康講座」
が受講者に与えた効果，弘前大学教育学部紀要，121，129‒135，2019年 3 月．

平岡　恭一
• 共著，吉崎聡子，福島裕敏，豊島秋彦，吉中淳，平岡恭一：教員養成カリキュラムの効果検証─卒業時学生アン
ケートにおける自由記述の計量テキスト分析，弘前大学教育学部紀要，121，219‒229，2019年 3 月．
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総説，その他の論文

今川　伸博
• 共著，成田智，今川伸博：青森県言語聴覚士会の歩みと今後の課題，弘前医療福祉大学紀要，10 （1），49‒53，
2019年 3 月．

木田　和幸
• 共著，下山春香，中島里美，宮地博子，北山育子，木田和幸：学生食堂を利用した栄養士課程履修者への減塩プロ
グラムの効果について，日本食生活学会誌，29 （3），175‒183，2018,12.

木村　綾子
• 共著，小野綾，工藤せい子，齋藤美紀子，高間木静香，米内山千賀子，扇野綾子，葛西敦子，北島麻衣子，會津桂
子，齋藤久美子，野戸結花，木村綾子：続・特殊災害教育を考える─化学剤曝露と放射線被ばくについて．青森県
看護教育研究会誌．第47号，16‒21．2019年 3 月．

工藤　雄行
• 共著，工藤雄行，平川美和子，岡田康平，高祐子，小池妙子：男性家族介護者の在宅介護継続に関わる意識─首都
圏で生活する男性家族介護者に焦点をあてて─，日本保健医療行動科学会雑誌2018 Vol.33 No.2，55‒64，2018. 12．

小玉　有子
• 共著，蓮井裕二，早川和江，三上えり子，菱谷久美子，小玉有子，山口薫，木村博人，阿保康子：若年性高血圧と
少年スポーツの関連　弘前医療福祉大学紀要　第10巻第 1 号　23～30ページ　平成31年 3 月．

• 単著，「敏感で傷つきやすい子（HSC）」の基本的な理解　月間学校教育相談　第33巻第11号　8～11頁　ほんの
森出版．令和元年 9 月．

齋藤　三千政
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　古川智映子『氷雪の碑』，平成30年10月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　『直木賞作家・長部日出雄を偲んで』，平成30年11月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　原田ハマ『奇跡の人』，平成30年12月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　三浦雅士『孤独の発明』，平成31年 1 月．
• 単著，弘前市立郷土文学館図録「太宰治生誕110年記念企画展『太宰治の現在』」，平成31年 1 月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　斎藤理生『太宰治の小説の〈笑い〉』，平成31年 2 月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　長部日出雄『燃える雲』，平成31年 3 月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　山川修平『無頼派浪漫彷徨─追想「太宰と安吾」と檀一雄』，平成31年 4 月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　斎藤光政『戦後最大の偽書事件「東日流外三郡誌』，令和元年 5 月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　加藤典洋『完本 太宰と井伏 ふたつの戦後』，令和元年 6 月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　福士光生『伝統の時効』，令和元年 7 月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　齋藤せつ子遺稿集『健やかな日常』，令和元年 8 月．
• 単著，陸奥新報紙・文芸時評　木村綾子『いまさら入門　太宰治』，令和元年 9 月．

鳥羽　　栞
• 共著，鳥羽栞，田中良和，佐々木一夫：「支部だより：～東北支部の近況～」生物物理   58 （6） 329‒330　2018年．
• 共著，鳥羽栞，中川貴仁：事業実施報告「救急救命学科企画　救急救命学科と青森県ドクターヘリ並びに消防機関
との合同訓練開催」 弘前医療福祉大学短期大学部紀要　7 （1） 27‒29　2019年．
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中川　貴仁
• 共著，鳥羽栞，中川貴仁：事業実施報告「救急救命学科企画　救急救命学科と青森県ドクターヘリ並びに消防機関
との合同訓練開催」 弘前医療福祉大学短期大学部紀要　7 （1） 27‒29　2019年．

中村　直樹
• 単著，〔事業実施報告〕「生活福祉学科　企画　「介護フェスタ」～見て・触れて・気づく 介護福祉の魅力発信・啓
発・体験型イベント～」，弘前医療福祉大学短期大学部紀要，第 7 巻（第 1 号），35～42ページ，2019.3．

成田　　智
• 共著，成田智，今川伸博：青森県言語聴覚士会の歩みと今後の課題，弘前医療福祉大学紀要　第10巻 （1），49頁
～53頁，2019年 3 月．

西沢　義子
• Kohsei KUDO, Chieko ITAKI, Yoshiko NISHIZAWA , Yuka NOTO, Toshiko TOMISAWA, Mayumi 
URUSHIZAKA, Keiko AIZU, Maiko KITAJIMA, Minoru OSANAI, Takakiyo TSUJIGUCHI, Yoichiro 
HOSOKAWA : Improving Practical Skills in Radiological Nursing : Results of Questionnaire Surveys from 
“Radiological Nursing Seminars” 日本放射線看護学会誌，7 （1） , 2‒10，2019.

• 共著，西沢義子，野戸結花，井瀧千恵子，冨澤登志子，漆坂真弓，北島麻衣子，細川洋一郎，工藤幸清，小山内
暢，寺島真悟，辻口清貴，會津桂子：看護職の原子力・放射線教育のためのトレーナーズトレーニングを終えるに
あたって─弘前大学の例─，ISOTOPE NEWS，No.763，18‒21，2019. 

• 共著，太田勝正，西沢義子，野戸結花：学会によるシラバス開発の事例　日本放射線看護学会による「放射線看
護」モデルシラバスの開発，看護展望，44 （9），138‒147，2019.

松尾　　泉
• 共著，松尾泉，石田賢哉，福岡裕美子：健康活動に消極的な独居高齢者のHL向上に関する研究─地区活動におけ
るICFモデルの活用─2018年度青森県立保健大学研究推進・知的財産センター指定型研究報告書．

若松　　淳
• 単著，本当に自信ありますか？その手技～第 1 回血圧～，PreHospital Care，第32巻（第 1 号），42～45，東京法
令出版，平成31年 2 月20日．

• 単著，発展途上国への救急救助技術支援，弘前医療福祉大学短期大学部紀要，特集，第 7 巻（第 1 号），平成31年
3 月．

• 単著，本当に自信ありますか？その手技～第 2 回心電図～，PreHospital Care，第32巻（第 2 号），44～48，東京
法令出版，平成31年 4 月20日．

• 単著，本当に自信ありますか？その手技～第 3 回気道確保～，PreHospital Care，第32巻（第 3 号），45～49，東
京法令出版，令和元年 6 月20日．

• 単著，本当に自信ありますか？その手技～第 4 回バッグバルブマスク（BVM）～，PreHospital Care，第32巻（第
4 号），74～77，東京法令出版，令和元年 8 月20日．
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研究発表

浅田　一彦
• 共同発表，浅田一彦，藤原健一，平川美和子，板垣喜代子，木村綾子：医療福祉系養成校学生の失語症理解度に関
する検討．第 6 回保健科学研究発表会，青森県弘前市，2019年 9 月．

板垣　喜代子
• 共同発表，木村千代子，木立るり子，高岡哲子，板垣喜代子，山田基矢：生命の危機状況において治療の選択に関
わった家族の意思決定の概念分析．第45回日本看護研究学会学術集会（大阪府大阪市，2019. 8）．

• 共同発表，浅田一彦，藤原健一，平川美和子，板垣喜代子，木村綾子： 医療福祉系養成校学生の失語症理解度に
関する検討．第 6 回保健科学研究発表会（青森県弘前市，2019. 9）．

岩間　孝暢
• 共同発表，岩間孝暢，千葉大輔：座位における脊柱アライメント～リーチ方向と年代との違いによる影響～　
Sagittal alignment of the spine in the sitting position: Influence of difference between reach direction and age，第
53回日本作業療法学会，令和元年 9 月．

柏崎　　勉
• 共同発表，柏崎勉，藤原健一，岸育映，木村瑞秀，須藤美香：作業療法士養成課程における臨床実習形態の採用理
由およびメリット・デメリットに関する実態調査．第32回教育研究大会・教員研修会（2019年 8 月29日）．

• 共同発表，柏崎勉，平川裕一，上谷英史，金谷圭子：非利き手での箸操作訓練において物品使用の有無が箸操作能
力に及ぼす影響．第53回日本作業療法学会（2019年 9 月 7 日）．

• 共同発表，平川裕一，上谷英史，佐々木貴章，河村結，柏崎勉：非利き手での箸操作訓練において母指および箸の
動きを指導することの効果．第53回日本作業療法学会（2019年 9 月 7 日）．

岸　　育映
• 共同発表，岸育映，加藤拓彦，澄川幸志，田中真，齊藤美喜雄，沢田静江，相馬達哉，山中理子，工藤恵利子：
介護老人保健施設入所者における認知症短期集中リハビリテーション終了後の認知機能とADL状況の経時的変化，
リハビリテーション・ケア合同研究大会米子2018，2018年10月．

• 共同発表，外川瑞秀，藤原健一，岸育映，中村直樹：青森県におけるシーティングの実態調査に基づく卒業前教育
の重要性，第14回日本シーティング・シンポジウム，2018年11月．

• 共同発表，柏崎勉，藤原健一，岸育映，木村瑞秀，須藤美香：作業療法士養成課程における臨床実習形態の採用理
由およびメリット・デメリットに関する実態調査，第32回教育研究大会・教員研修会，2019年 8 月．

木田　和幸
• 共同発表，中島里美，宮地博子，森山洋美，北山育子，真野由紀子，木田和幸：第66回日本栄養改善学会学術集
会（金沢市），2019, 9.

木村　綾子
• 共同発表，小野綾，工藤せい子，齋藤美紀子，高間木静香，米内山千賀子，扇野綾子，葛西敦子，北島麻衣子，會
津桂子，齋藤久美子，野戸結花，木村綾子：続・特殊災害教育を考える─化学剤曝露と放射線被ばくについて．第
47回保健科学研究会総会（青森県弘前市，2019. 3）．

• 共同発表，浅田一彦，藤原健一，平川美和子，板垣喜代子，木村綾子：医療福祉系養成校学生の失語症理解度に関
する検討．第 6 回保健科学研究発表会（青森県弘前市，2019. 9）．

工藤　うみ
• 共同発表，渡部菜穂子，工藤うみ，立岡伸章，工藤雄行，齋藤千尋，大沼由香：リフレクティブサイクルを用いた
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多職種参加型事例検討会の効果，第24回日本在宅ケア学会学術集会，2019年 7 月．
• 共同発表，鎌田洋輔，工藤うみ，三浦美環，平川美和子：「まちの保健室」活動に学生が参加することの教育効果
の検証，第24回日本在宅ケア学会学術集会，2019年 7 月．

• 共同発表，山田基矢，木立るり子，工藤うみ，渡部菜穂子，石沢幸恵，安田華枝，高田まり子：訪問看護ステー
ションでの在宅看護実習で得られた看護学生の学び─第 2 報─，第24回日本在宅ケア学会学術集会，2019年 7 月．

• 共同発表，工藤うみ，平川美和子，渡部菜穂子，鎌田洋輔，三浦美環：高齢者ケア施設での看取りにおいて職員が
感じる困難，第24回日本在宅ケア学会学術集会，2019年 7 月．

工藤　千賀子
• 共同発表，工藤千賀子，工藤せい子：看護職者の倫理的行動とセクシュアルハラスメントの実態，日本看護倫理学
会第12回年次大会，2019年 6 月．

• 共同発表，工藤千賀子，工藤せい子：筋ジストロフィー患者を援助する看護者の性役割態度と倫理的行動の関連，
日本看護研究学会第44回学術集会，2019年 8 月．

工藤　雄行
• 共同発表，中村直樹，工藤雄行，成田浩世，穐元道武，尾崎麻理，今栄利子，葛西孝幸：青森県の医療機関にお
けるソーシャルワーカーの業務継続要因に関する研究～経験年数の違いによる調査項目の比較結果からわかること
～，第27回日本社会福祉士会・全国大会社会福祉士学会（茨城大会），令和元年 6 月．

• 共同発表，渡部菜穂子，大沼由香，工藤うみ，立岡伸章，工藤雄行，齋藤千尋：リフレクティブサイクルを用いた
多職種参加型事例検討会の効果，第24回日本在宅ケア学会，令和元年 7 月．

• 共同発表，平川美和子，工藤雄行，高祐子，石沢幸恵，山本君子：施設で暮らす認知症高齢者の情動機能とBPSD
との関連，第24回日本在宅ケア学会，令和元年 7 月．

斎藤　真澄
• 共同発表，斎藤真澄，三浦美環，平川美和子，佐藤厚子：テーラーメイド転倒予防スリッパの開発と同スリッパに
よる転倒予防リハビリ効果，第22回北日本看護学会学術集会，2019年 9 月．

佐藤　彰博
• 共同発表，千葉さおり，佐藤彰博，及川友和，一戸一輝，西川真史：母指CM関節症患者のDASH機能障害/症
状スコアに関連する要因─痛みに対する破局的思考の関連について─，第31回日本ハンドセラピィ学会学術集会，
2019年 4 月．

• 共同発表，及川友和，佐藤彰博，千葉さおり，一戸一輝，西川真史：母指CM関節症におけるDASH JSSHと
Hand20の反応性比較，第31回日本ハンドセラピィ学会学術集会，2019年 4 月．

• 共同発表，桂理，飯塚照史，野中信宏，原田康江，佐藤彰博：手外科疾患における疾患特異的QOL評価表の開発
─橈骨遠位端骨折質問表試案の再現性と妥当性の検証─，第31回日本ハンドセラピィ学会学術集会，2019年 4 月．

須藤　美香
• 共同発表，須藤美香，平岡恭一，石井陽子：リハビリ専門職志望学生の進路決定プロセスの特徴．第 6 回保健科学
研究会（2019年 9 月）．

• 共同発表，柏崎勉，藤原健一，岸育映，木村瑞秀，須藤美香：作業療法士養成課程における臨床実習形態の採用理
由およびメリット・デメリットに関する実態調査．第32回教育研究大会・教員研修会（2019年 8 月）．

高瀬　園子
• 共同発表，高瀬園子，西沢義子，松尾泉，尾崎麻理，石岡真移子：父親のための家事・育児教室に関する文献レ
ビュー．第 6 回保健科学研究発表会（弘前大学）．2019．（令和元年 9 月 7 日）．

• Takase S, Tsuchiya R, Nishizawa Y. : A study on the personal characteristics and learning motivation factors 
related to the professional identity of nursing students in Japan. The 22nd East Asian Forum for Nursing 
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Scholars (EAFONS), Singapore. 2019. （平成31年 1 月17・18日）．
• Tsuchiya R, Shimizu M, Mikami K, Aizu K, Takase S, Nishizawa Y. : Characteristics of nurses’ eye movements 
during observation of patients with disturbed consciousness : Analysis by gaze type. The 22nd East Asian Forum 
for Nursing Scholars (EAFONS), Singapore. 2019. （平成31年 1 月17・18日）．

• Nishizawa Y, Aizu K, Takase S, Tsuchiya R, Noto Y, Kitamiya C, Hosokawa Y. : STUDY ON COLOR 
OF HAZMAT SUIT OF MEDICAL STAFF WORN ACCORDING TO ROLES IN THE RADIATION 
EMERGENCY MEDICINE TEAM. The 22nd East Asian Forum for Nursing Scholars (EAFONS), Singapore. 
2019. （平成31年 1 月17・18日）．

• Aizu K, Tsuchiya R, Takase S, Nishizawa Y, Noto Y, Kitamiya C, Hosokawa Y. : MERITS AND DEMERITS 
OF SELECTING THE COLOR OF HAZMAT SUIT WHEN WORKING IN THE RADIATION EMARGENCY 
MEDICINE TEAM. The 22nd East Asian Forum for Nursing Scholars (EAFONS), Singapore. 2019. （平成31年 1
月17・18日）．

• 共同発表，高瀬園子，西沢義子，土屋涼子，會津桂子：看護学生の職業的アイデンティティと学習動機づけ・知的
好奇心との関連．日本看護研究学会　第45回学術集会（大阪国際会議場）．2019．（令和元年 8 月20・21日）．

立岡　伸章
• 共同発表，佐藤武諭毅，立岡伸章，若松淳：ドローンを利用したマラソン救護について，第33回東北救急医学会，
令和元年 7 月．

千葉　さおり
• 共同発表，及川友和，佐藤彰博，千葉さおり，一戸一輝，西川真史：母指CM関節症におけるDASHとHand20の
反応性の比較，第31回日本ハンドセラピィ学会学術集会，2019年 4 月．

• 共同発表，千葉さおり，佐藤彰博，及川友和，一戸一輝，西川真史：母指CM関節症患者のDASH機能障害/症
状スコアに関連する要因─痛みに対する破局的思考の関連について─，第31回日本ハンドセラピィ学会学術集会，
2019年 4 月．

• 共同発表，一戸一輝，及川友和，千葉さおり，西川真史：陳旧性尺骨茎状突起偽関節を呈した 1 症例のセラピィに
ついて，第32回青森県作業療法学会，2019年 5 月．

鳥羽　　栞
• 共同発表, Shiori Toba, Mingyue Jin, Masami Yamada, Sakiko Matsumoto, Takuo Yasunaga, Yuko Fukunaga, 
Atsuo Miyazawa,　Hiroaki Kojima, Yoshiyuki Arai, Takeharu Nagai and Shinji Hirotsune. : Alpha-synuclein binds 
unconventional microtubules that have a unique function. 第37回日本認知症学会学術集会 2018年10月．

中川　貴仁
• 共同発表，植田広樹，田中秀治，徳永尊彦，渡部須美子，喜熨斗智也，中川貴仁，津波古憲，山崎明香：民間認定
救急救命士でも現場で特定行為ができる，第27回全国救急隊員シンポジウム，平成31年 1 月．

• 共同発表，植田広樹，田中秀治，徳永尊彦，渡部須美子，喜熨斗智也，中川貴仁，津波古憲，山崎明香：行政に属
さない救急救命士が救急救命処置を実施するための方策─民間メディカルコントロール─，日本救急医学会学術集
会，令和元年 6 月．

中根　明夫
• 共同発表，Narita K, Asano K, Nakane A : Impaired adaptive immunity to Listeria monocytogenes in non-diabetic 
obese mice. 第47回日本免疫学会総会　平成30年12月．

• 共同発表，小野久弥，廣瀬昌平，成田浩司，浅野クリスナ，胡東良，中根明夫：Histamine release from mast 
cells induced by staphylococcal enterotoxin A evokes vomiting reflex in common marmoset. 選抜ワークショップ

「分類・疫学・感染症・病原性」．第92回日本細菌学会総会　平成31年 4 月．
• 共同発表，浅野クリスナ，中根明夫：Role of toxic shock syndrome toxin-1 on tampon-related toxic shock syndrome. 
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第92回日本細菌学会総会 平成31年 4 月．
• 共同発表，成田浩司，胡東良，浅野クリスナ，中根明夫：Mutant TSST-1 vaccine-induced memory T cells produce 
IL-10 and abrogates the vaccine effect. 第92回日本細菌学会総会　平成31年 4 月．

• 共同発表，成田浩司，浅野クリスナ，森本幸裕，五十嵐龍志，中根明夫：実験用グローブに対する波長222 nmの
紫外線の消毒効果. 第66回日本実験動物学会総会　令和元年 5 月．

• 共同発表，廣瀬昌平，浅野クリスナ，中根明夫：サケ鼻軟骨プロテオグリカンの抗炎症作用．シンポジウム「結合
組織の食品利用」．第51回日本結合組織学会学術大会　令和元年 5 月．

• 共同発表，類家英史，廣瀬昌平，成田浩司，中根明夫，浅野クリスナ：黄色ブドウ球菌由来の細胞外小胞は炎症反
応を刺激し宿主細胞死を誘導する．第103回弘前医学会総会　令和元年 6 月．

• 共同発表，Asano K, Hirose S, Narita K, Nakane A : Extracellular vesicles from Staphylococcus aureus stimulate 
inflammatory response and induce host cell death. 第73回日本細菌学会東北支部総会　令和元年 8 月．

• 共同発表，鈴木康規，小野久弥，下島優香子，久保田 顕，加藤玲，角田勤，廣瀬昌平，胡東良，中根明夫，貞升
健志，高井伸二：食中毒事例黄色ブドウ球菌株の全ゲノム解析と新規エンテロトキシンの同定．第73回日本細菌
学会東北支部総会　令和元年 8 月．

• 共同発表，瓜生慧也，荒川将志，廣瀬麻衣，浅野クリスナ，中根明夫，森田英嗣：細胞内細菌培養を制御するオー
トファジーレセプター分子の同定．第73回日本細菌学会東北支部総会　令和元年 8 月．

• 共同発表，Asano K, Hirose S, Narita K, Nakane A : Pathogenesis of extracellular vesicles derived from Staphy-
lococcus aureus. 第64回日本ブドウ球菌研究会　令和元年 8 月．

• 共同発表，Aziz F, Hisatsune J, Kajimura J, Yu L, Sato’o Y, Ono HK, Nakane A, amaoka M, Kusunoki Y, Komatsuzawa 
H, Ohge H, Sugai M : TCR sequencing facilitates the characterization of human T-cells activation manner 
following staphylococcal superantigen stimulation. ワークショップ「食中毒と毒素」．第64回日本ブドウ球菌研究
会　令和元年 8 月．

• 共同発表，小野久弥，胡東良，中根明夫：ブドウ球菌食中毒研究の進展と今後の展開．ワークショップ「食中毒と
毒素」．第64回日本ブドウ球菌研究会　令和元年 8 月．

中村　直樹
• 共同発表，外川瑞秀，藤原健一，岸育映，中村直樹：「青森県におけるシーティングの実態調査に基づく卒業前教
育の重要性」，第14 回日本シーティング・シンポジウム，2018. 11．

• 共同発表，中村直樹，工藤雄行，成田浩世，穐元通武，尾崎麻理，今 栄利子，葛西孝幸：「青森県の医療機関にお
けるソーシャルワーカーの業務継続要因に関する研究　～経験年数の違いによる調査項目の比較結果からわかるこ
と～」，第27回日本社会福祉士会全国大会・社会福祉士学会（茨城大会）分科会，2019. 6．

西沢　義子
• Nishizawa Y, Aizu K, Takase S, Tsuchiya R, Noto Y, Kitamiya C, Hosokawa Y: STUDY ON COLOR 
OF HAZMAT SUIT OF MEDICAL STAFF WORN ACCOR DING TO ROLES IN THE RADIATION 
EMERGENCY MEDICINE TEAM, The 22nd EAFONS (East Asian Forum of Nursing Scholars), 2019.

• Aizu K, Tsuchiya R, Takase S, Nishizawa Y, Noto Y, Kitamiya C, Hosokawa Y: MERITS AND DEMERITS 
OF SELECTING THE COLOR OF HAZMAT SUIT WHEN WORKING IN THE RADIATION EMARGENCY 
MEDICINE TEAM, The 22nd EAFONS (East Asian Forum of Nursing Scholars), 2019.

• Sonoko Takase, Ryoko Tsuchiya, Yoshiko Nishizawa : A Study on the Personal Characteristics and Learning 
Motivation Factors Related to the Professional Identity of Nursing Students in Japan, The 22nd EAFONS (East 
Asian Forum of Nursing Scholars), 2019.

• Tsuchiya R, Shimizu M, Aizu K, Mikami K, Aizu K, Takase S, Nishizawa Y: Characteristics of nurses’ eye 
movements during observation of patients with disturbed consciousness : analysis by gaze type, The 22nd 
EAFONS (East Asian Forum of Nursing Scholars), 2019.

• Aizu K, Mikami K, Tsuchiya R, Shimizu M, Oka N, Nishizawa Y: EFFECTS OF USING CONCEPT MAPS AS 
A LEARNING STRATEGY ON STUDENTS’ ASSESSMENT SKILLS, KNOWLEDGE, AND RETENTION, The 
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22nd EAFONS (East Asian Forum of Nursing Scholars), 2019.
• 共同発表，冨澤登志子，北島麻衣子，野戸結花，工藤幸清，西沢義子，内藤知佐子，井瀧千恵子，漆坂真弓，會津
桂子：看護学教育・モデル・コアカリキュラムの基盤形成にむけた放射線看護教育モデルの実践，日本看護学教育
学会第29回学術集会，2019年 8 月 4 日．

• 共同発表，高瀬園子，西沢義子，會津桂子，土屋涼子：看護学生の職業的アイデンティティと学習動機づけ・知的
好奇心との関連，日本看護研究学会第回学術集会，2019年 8 月20日．

• 共同発表，髙瀬園子，西沢義子，松尾泉，尾崎麻理，石岡真移子：父親のための家事・育児教室に関する文献レ
ビュー，第 6 回　保健科学研究発表会，2019年 9 月 7 日．

• 共同発表，西沢義子，野戸結花，太田勝正，作田裕美，大森純子，青木和恵：放射線看護モデルシラバスの活用に
向けて─シラバスの解説と意見交換─，日本放射線看護が会第 8 回学術集会，2019年 9 月28日．

• 共同発表，佐藤美佳，西沢義子：放射線災害看護の教育内容を導入した「災害看護学」シラバス作成の試み，日本
放射線看護が会第 8 回学術集会，2019年 9 月29日．

藤原　健一
• 共同発表，木村瑞秀，藤原健一，岸育映，中村直樹：青森県におけるシーティングの実態調査に基づく卒業前教育
の重要性，第14回日本シーティング・シンポジウム，2018年11月．

• 共同発表，柏崎勉，藤原健一，岸育映，木村瑞秀，須藤美香：作業療法士養成課程における臨床実習形態の採用理
由およびメリット・デメリットに関する実態調査，第32回教育研究大会・教員研修会，2019年 8 月．

• 共同発表，渡部清寛，藤原健一，目黒佑樹，佐藤有紀子，算用子暁美：脳卒中患者に対する促通反復療法の長期的
効果，第53回日本作業療法学会，2019年 9 月．

• 共同発表，浅田一彦，藤原健一，平川美和子，板垣喜代子，木村綾子：医療福祉系養成校学生の失語症理解度に関
する検討，第 6 回保健科学研究発表会，2019年 9 月．

早川　和江
• 共同発表，早川和江，蓮井裕二：高血圧傾向学生の塩味に対する嗜好性と年少期のスポーツ歴，日本家政学会第
71回大会，四国大学（徳島市），令和元年 5 月．

平岡　恭一
• 単独発表，挨拶行動の継続と中断に伴う感情的反応の変化，日本心理学会第83回大会　2019年 9 月．
• 共同発表，松本明生，平岡恭一：報酬の遅延仮割引とストレス経験 ─業務運転者の運転中のヒヤリ・ハット体験
との関連─，日本行動分析学会第37回年次大会，2019年 9 月．

• 共同発表，須藤美香，平岡恭一，石井陽子：リハビリ専門職志望学生の進路決定プロセスの特徴，第 6 回保健科学
研究発表会，2019年 9 月．

松尾　　泉
• 共同発表，松尾泉，山本明子，加藤聡子：訪問看護ステーションでの在宅看護実習で得られた看護学生の学び─第
3 報─．第24回日本在宅ケア学会学会（仙台市，2019．7）．

• 共同発表，髙瀬園子，西沢義子，松尾泉：父親のための家事・育児教室に関する文献レビュー．保健科学研究会
（弘前市，2019．9）．
• 共同発表，松尾泉，鎌田明美，菊池美智子，山上順也，戸沼由紀ほか：地域看護学グループ研究会活動報告　青森
県看護教育研究会誌第47号．

• 共同発表，高田まり子，加藤聡子，下山智子，松尾泉，山本明子ほか：2018年度在宅看護グループの活動報告　
青森県看護教育研究会誌第47号．

若松　　淳
• 共同発表，佐藤武諭毅，立岡伸章，若松淳：ドローンを利用したマラソン救護について，第33回東北救急医学会，
令和元年 7 月．
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渡部　菜穂子
• 共同発表，渡部菜穂子，工藤うみ，立岡伸章，工藤雄行，齋藤千尋，大沼由香：リフレクティブサイクルを用いた
多職種参加型事例検討会の効果．第24回日本在宅ケア学会学術集会（2019年 7 月）．

• 共同発表，山田基矢，木立るり子，工藤うみ，渡部菜穂子，石沢幸恵，安田華枝，髙田まり子：訪問看護ステー
ションでの在宅看護学実習で得られた看護学生の学び─第 2 報─　移動中の車内で訪問看護師による説明で得られ
た看護学生の学び．第24回日本在宅ケア学会学術集会（2019年 7 月）．

• 共同発表，工藤うみ，平川美和子，渡部菜穂子，鎌田洋輔，三浦美環：高齢者ケア施設での看取りにおいて職員が
感じる困難．第24回日本在宅ケア学会学術集会（2019年 7 月）．

• 共同発表，菅原大輔，渡部菜穂子：精神科デイケアにおける困難性─東北圏内を中心とした調査研究─．日本デイ
ケア学会 第24回年次大会札幌大会（2019年 9 月）．

講演

浅田　一彦
• コミュニケーション障がいの理解～失語症を中心に～．特別養護老人ホーム白寿園，弘前市，2019年 1 月．

板垣　喜代子
• 堀間幸子，板垣喜代子，工藤次男，小林明美，豊岡志保，遠藤良一，第 2 部東北各県の家族会の現状と課題　2019
年度第 2 回宮城県高次脳機能障害リハビリテーション講習会（宮城県気仙沼市，2019. 9）．

岩間　孝暢
• 不器用さの理解と支援　修学の援助・遊びの紹介．教育相談部会夏季研修会（上北地方長学校教育研究会，青森県
学校教育相談研究会上北支部），十和田市，令和元年 7 月．

奥山　淳子
• 言語聴覚士の仕事について．弘前医療福祉大学（弘前市）青森県立青森南高等学校「大学見学会」の講師依頼　平
成30年11月．

• 言語聴覚士の仕事について．弘前医療福祉大学（弘前市）青森県立黒石高等学校「大学見学会」の講師依頼　令和
元年10月．

小山内　筆子
• 吃音の基礎知識，成育医療研修会，青森市，平成31年 3 月．
• スキルアップ研修会Ⅱ，弘前市幼児ことばの教室職員研修，弘前市，令和元年 5 月．
• 言語聴覚士の仕事について，青森県立弘前中央高等学校，弘前市，令和元年10月．
• 見直そうことばの力，弘前市共催特別講演会，弘前市，令和元年10月．

釜萢　一正
• 災害トリアージ演習　県立保健大学　平成30年11月21日．
• 県立中央病院ICLS　県立中央病院　平成30年12月21日．
• 出前授業　県立弘前実業高校　平成31年 3 月13日．
• 東北風土マラソン2019救護, 宮城県登米市長沼フートピア公園, 平成31年 3 月．
• 第 7 回弘前城リレーマラソン救護支援活動　弘前公園　令和元年 6 月．
• 第24回たけのこマラソン大会救護支援活動　平川市立碇ヶ関中学校　令和元年 6 月．
• 弘前市消防団　上級救命講習　和徳小学校　令和元年 8 月18日．
• 弘前外傷セミナー　弘前大学医学部付属病院　令和元年 8 月31日．
• 産学官連携応急手当講習会　エルム五所川原　令和元年 9 月 8 日．



－ 101 －

木下　裕太
• 東北風土マラソン2019救護, 宮城県登米市長沼フートピア公園, 平成31年 3 月．
• 第 7 回弘前城リレーマラソン救護支援活動　弘前公園　令和元年 6 月．
• 第24回たけのこマラソン大会救護支援活動　平川市立碇ヶ関中学校　令和元年 6 月．
• 産学官連携応急手当講習会　エルム五所川原　令和元年 9 月 8 日．

工藤　うみ
• 施設における看取りケア，青森市地域包括支援センター圏域内研修会，青森市，2018年11月．
• いのちの最期をみつめる看取り，青森県介護支援専門員協会西北五支部研修会，つがる市，2018年11月．
• 穏やかな看取りのための体制づくり，社会福祉法人印光会職員研修会，つがる市，2019年 1 月．
• いのちの最期をみつめる，つがる市社会福祉協議会家族介護者支援事業，つがる市，2019年 2 月．
• はじめての看取り，社会福祉法人温和会職員研修会，青森市，2019年 5 月．
• いのちの最期をみつめる，仙台聞き書き隊市民公開講座，仙台市，2019年 6 月．
• いのちの最期をみつめる看取り，株式会社ケアライフ介護支援専門員研修会，青森市，2019年 6 月．
• 施設における看取りケア，青森市地域包括支援センター圏域内研修会，青森市，2019年 7 月．
• いのちの最期をみつめる，青森県西北五地区認知症高齢者グループホーム協会職員合同研修会，五所川原市，2019
年 8 月．

工藤　雄行
• 介護技術スキルチェック研修，内潟療護園（中泊町），平成30年10月．
• 介護技術スキルチェック研修，黒石あけぼの病院（黒石市），平成30年10月．
• 介護技術スキルチェック研修，介護老人福祉施設つくし荘（鰺ヶ沢町），平成31年 1 月．
• 介護技術スキルチェック研修，グループホームヴィラ弘前（弘前市），平成31年 2 月．
• 介護技術スキルチェック研修，知的障害者更生施設りんどう苑（青森市），平成31年 2 月．
• 令和元年度介護福祉士実習指導者講習会，弘前医療福祉大学短期大学部（弘前市），令和元年 7 月．

小玉　有子
• 問題を抱える子どもの理解と対応むつ市幼稚園教諭研修会　むつ市　平成31年 1 月．
• チーム支援学校内外の資源の活用　石巻市子供の未来づくり事業　石巻市　平成31年 1 月．
• 発達障害の特性をもつ高校生の自己認知と就労支援　弘前発達相談研究会研修会　弘前市　平成31年 2 月．
• 養護教諭が行うアセスメント　AISES教員免許更新講習　東京都　平成31年 1 月．
• 学校不適応行動の理解と不定愁訴等への対応AISES教員免許更新講習　東京都　平成31年 3 月．
• 養護教諭が行うカウンセリングAISES教員免許更新講習　東京都　平成31年 3 月．
• 青森県私学教育研究会　五所川原市　令和元年 5 月．
• 海外における自動・生徒のアセスメント支援ツール　日本学校教育相談学会青森県支部研修会　青森市　令和元年
6 月．

• メンバーシップ　青森県立中央病院看護師研修　青森市　令和元年 6 月．
• カウンセリングからみえてくる高校生の実態と課題　三八地区高等学校生徒指導協議会　研修会　八戸市　令和元
年 6 月．

• 不定愁訴を訴える生徒の理解と対応　青森県高等学校校長会研修　青森市 令和元年 7 月．
• コーチング　青森県立中央病院看護師研修　青森市　令和元年 7 月．
• 学校不適応予防のためのチーム支援　青森県学校教育相談研究会研究協議会　むつ市　令和元年 8 月．
• コーチング　田舎館村立田舎館小学校校内研修　田舎館村　令和元年 8 月．
• 子どもの生活変化をふまえた指導　青森県教員免許更新講習　弘前市　令和元年 8 月．
• 教育の最新事情と日本の先進的取り組みの実際　AISES教員免許更新講習　東京都　令和元年 8 月．
• 学校不適応の理解と対応　AISES教員免許更新講習　東京都　令和元年 8 月．
• SEL（Social and Emotional Learning）の基本　弘前市立松原小学校校内研修　弘前市　令和元年 8 月．
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• 苦手さを持つ子どもたちが社会で活躍するためのサポートについて　青森県発達障碍者支援センター研修会　藤崎
町　令和元年 9 月．

• 今を「共に」生きる 発達障害者が自分らしく生きるために　青森県総合教育センターセミナー　青森市　令和元
年 9 月．

• 保護者の思いによりそう教育相談の進め方　青森県総合教育センター特別支援教育研修　青森市　令和元年 9 月．
• 学校不適応の理解と対応 非社会的不適応行動 青森県立八戸東高等学校現職教育　八戸市　令和元年 9 月．
• 学校不適応の理解と対応 非社会的行動・反社会的行動の理解　石巻市子供の未来づくり事業　石巻市　令和元年
9 月．

• 子どもと一緒にゴールを目指すブリーフカウンセリングの実際　石巻市子供の未来づくり事業　石巻市　令和元年
9 月．

• 障害特性を持つ生徒への養護教諭の関わり　中南地区高等学校養護教諭部会研修会　弘前市　令和元年11月．
• やる気を引き出す魔法のことば　弘前文化幼稚園保護者会講演　弘前市　令和元年11月．
• 発達障害の基本的理解と対応　五所川原第一高等学校新採用教員研修　五所川原市　令和元年11月．

齋藤　駿佑
• 第 7 回弘前城リレーマラソン救護支援活動　弘前公園　令和元年 6 月 9 日．
• 第24回たけのこマラソン大会救護支援活動　平川市立碇ヶ関中学校　令和元年 6 月23日．
• 弘前市消防団　上級救命講習　和徳小学校　令和元年 8 月18日．
• 産学官連携応急手当講習会　エルム五所川原　令和元年 9 月 8 日．

齋藤　三千政
• 講演　弘前ペンクラブ主催　第30回太宰治文学講座　演題「太宰治と小山初代」　弘前市　平成30年10月．
• 文学散歩　太宰治生誕110年誘客促進実行委員会主催「太宰ウィーク 文学散歩～太宰治ゆかりの地を訪ねて～」
道案内　弘前市　平成30年10月．

• 文学散歩　太宰治まなびの家主催「太宰治文学散歩」道案内　弘前市　平成31年 3 月．
• TV取材　ATV取材「太宰治の高校時代特集」弘前市　平成31年 4 月．
• 文学散歩　弘前市立郷土文学館主催「文学散歩～太宰治ゆかりの地を訪ねて─まなびの家から郷土文学館まで～」
道案内　弘前市　令和元年 6 月．

• 対談　太宰治110年記念講演会実行委員会主催「対談：太宰の故郷・太宰観・魅力」木村綾子氏（「本屋Ｂ＆Ｂ」
スタッフ）と．令和元年 7 月．

• 弘前ペンクラブ主催 第30回太宰治文学講座　演題「太宰治と津島家」五所川原市 令和元年 7 月．
• 文学散歩　平川市図書館主催「第21回文学散歩青森県」道案内　平川市～五所川原市～弘前市　令和元年 7 月．

佐藤　彰博
• 上肢運動器疾患における基本的な考え方，第29回東北作業療法学会　教育セミナー，山形市，2019年 6 月．
• 統計解析評価学特論Ⅰ，日本ハンドセラピィ学会主催研究・開発研修会　研究法セミナー，金沢市，2019年 9 月．
• 統計解析評価学演習，日本ハンドセラピィ学会主催研究・開発研修会　研究法セミナー，金沢市，2019年 9 月．

相馬　陽子
• 介護技術スキルチェック研修，介護老人福祉施設つくし荘（鰺ヶ沢町），平成31年 1 月．
• 介護技術スキルチェック研修，グループホームヴィラ弘前（弘前市），平成31年 2 月．
• 介護技術スキルチェック研修，知的障害者更生施設りんどう苑（青森市），平成31年 2 月．

立岡　伸章
• 本当に役立つ応急手当と防災知識，NHK弘前文化センター，平成30年10月．
• 本当に役立つ応急手当と防災知識，NHK弘前文化センター，平成30年11月．
• 救急救命士の仕事，秋田県立十和田高等学校，平成30年11月．
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• 家庭の救急救命について，弘前市清水交流センター，平成30年12月．
• 本当に役立つ応急手当と防災知識，NHK弘前文化センター，平成30年12月．
• 冬休みパワーアップ教室「救急救命士の仕事」，ヒロロ，平成30年12月．
• 避難所運営と仮設住宅・災害と危機管理，八戸学院大学地域連携研究センター，平成31年 2 月．
• 東北風土マラソン2019救護，宮城県登米市長沼フートピア公園，平成31年 3 月．
• 本当に役立つ応急手当と防災知識，NHK弘前文化センター，平成31年 4 月．
• 登山時の救命救急講習会，ヒロロ，令和元年 5 月．
• 本当に役立つ応急手当と防災知識，NHK弘前文化センター，令和元年 5 月．
• 本当に役立つ応急手当と防災知識，NHK弘前文化センター，令和元年 6 月．
• 救急医療，八洲学園大学，令和元年 7 月．
• 緊急時の介護，アピオあおもり，令和元年 8 月．
• ラジオ出演「産学官連携応急手当講習会」，FM五所川原，令和元年 8 月．
• 地域の自主防災活動及び避難所運営，札幌大谷大学，令和元年 8 月．
• 第 5 回弘前医療福祉大学外傷セミナー，弘前医療福祉大学短期大学部，令和元年 9 月．
• 産学官連携応急手当講習会，エルム，令和元年 9 月．
• 緊急時の介護，八戸市総合福祉会館，令和元年 9 月．
• 座長，立岡伸章，在宅医療機器安全セミナー，第 3 回日本在宅救急医学会学術集会，令和元年 9 月．

𡈽田　成紀
• 健康寿命とは　平成30年度　大学コンソーシアム学都ひろさき 6 大学合同シンポジウム　「私たち市民が考える健
康寿命」，弘前市土手町コミュニテイパーク，平成30年11月23日．

鳥羽　　栞
• 平成30年度第 2 回弘前市健康づくり推進審議　委員　弘前市役所　平成30年12月27日．
• 平成30年度第 3 回弘前市健康づくり推進審議　委員　弘前市民会館　平成31年 3 月 6 日．
• 令和元年度第 1 回弘前市健康づくり推進審議　委員　弘前市医師会　令和元年 7 月11日．
• 第57回日本生物物理学会年会　学生発表賞審査員　宮崎県宮崎市　宮崎県シーガイアコンベンションセンター　
令和元年 9 月．

中川　貴仁
• 多数傷病者対応訓練 青森県消防学校専科教育幹部科　青森市　平成30年11月．
• 多数傷病者対応訓練青森県消防学校専科教育警防科　青森市　平成30年11月．
• BHELP標準コース 第 1 回青森BHELP標準コース　弘前市　平成31年 1 月．
• 民間救急救命士の活動の実際　一般社団法人病院前救護統括体制認定機構指定基礎講習　京都市　平成31年 1 月．
• 災害時における避難の留意点について 青森県老人福祉協会　青森市　平成31年 2 月．
• アンケート結果を踏まえて 民間認定救急救命士意見交歓会　東京都　平成31年 3 月．
• 心肺蘇生法講習及び災害時の対応について 社会福祉法人直心会さわやか園　平川市　平成31年 4 月．
• 民間救急救命士の活動の実際　一般社団法人病院前救護統括体制認定機構指定基礎講習　東京都　平成31年 4 月．
• 学校内におけるファーストエイドと危機管理について 弘前市立致遠小学校教職員応急手当講習　弘前市　令和元
年 7 月．

• BHELP標準コース　第 2 回青森BHELP標準コース　弘前市　令和元年 8 月．
• 心肺蘇生法･避難誘導法について　特別養護老人ホームおきだて苑　青森市　令和元年 8 月．
• 産学官連携応急手当講習会　エルム五所川原　令和元年 9 月．
• 防災訓練 札幌大谷大学　防災士養成講座　講師　札幌市　令和元年 9 月．
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中根　明夫
• プロテオグリカンの抗炎症作用─腸管から全身へ─．健康博覧会2019　平成31年 1 月．
• ここ 1 年間のプロテオグリカン研究成果．あおもりPGフォーラム2019　平成31年 2 月．
• サケ鼻軟骨抽出プロテオグリカンの抗炎症作用. ライフサイエンス分野新技術説明会　平成31年 3 月．
• Suppression of inflammatory responses by proteoglycan. 日米プロテオグリカン会議　令和元年 7 月．
• 毎日の健康と美を「プロテオグリカン」から─その多様性─.　アンチエイジングジャパン2019　令和元年 9 月．

中村　　聡
• 公開講座　入浴・清潔保持の介護，弘前医療福祉大学短期大学部（弘前市），平成30年10月．
• 介護技術スキルチェック研修　移動・移乗の介護，特別養護老人ホーム　つくし荘（鰺ヶ沢町），平成31年 1 月．
• 介護技術スキルチェック研修　移動・移乗の介護，介護老人保健施設　ヴィラ弘前（弘前市），平成31年 2 月．
• 介護技術スキルチェック研修　移動・移乗の介護，障害者支援施設　りんどう苑（青森市），平成31年 2 月．

中村　直樹
• チャレンジthe社会福祉士 ～若手社会福祉士の新たな挑戦～，北東北 3 県社会福祉士会　第 9 回小さな勉強会in弘
前　グループセッション コーディネーター，弘前医療福祉大学／短期大学部（青森県弘前市），2018. 10．

• 青森県福祉・介護人材確保対策事業　弘前医療福祉大学短期大学部企画　見て・触れて・気づく 介護福祉の魅力
発信・啓発・体験型イベント「介護フェスタ」トークセッション／福祉〇×クイズ他 企画・進行，エルム（五所
川原市）・イオンタウン弘前樋の口（弘前市）・マエダガーラモール（青森市），2018. 11．

• 身体拘束に関する研修，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）研修講師，
特別養護老人ホームくろまつ（大間町），2018. 11．

• 実践研究の意義と方法／実践研究のための記録，青森県社会福祉士会　基礎研修Ⅱ　実践評価・実践研究系科目Ⅰ 
研修講師，県民福祉プラザ（青森市），2018. 11．

• 高齢者虐待に対する考え方，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）研修講
師，特別養護老人ホーム明光園（つがる市），2018. 12．

• 実践評価の方法，青森県社会福祉士会　基礎研修Ⅱ　実践評価・実践研究系科目Ⅰ　研修講師，県民福祉プラザ
（青森市），2018. 12．
• 実践研究発表の方法，青森県社会福祉士会　基礎研修Ⅱ　実践評価・実践研究系科目Ⅰ　研修講師，県民福祉プラ
ザ（青森市），2019. 1．

• 支援を必要とする方の理解 ～障がいの状況に応じたコミュニケーション（視力・聴力・失語症・構音障害・認知
症）～，平成30年度 平川市生活支援ボランティア養成講座，平賀農村環境改善センター，2019. 1．

• 地域で生活する中で自分や周りの人が困っていること，気になっていること，平成30年度　板柳町福祉懇談会，
板柳町公民館（板柳町），2019. 2．

• 記録の書き方について，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）研修講師，
特別養護老人ホームおうよう園　山崎ショートステイ（弘前市），2019. 2．

• 記録の書き方について，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）研修講師，
板柳町社会福祉協議会（板柳町），2019. 2．

• 職場内のコミュニケーションとチームワーク，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス
支援事業）研修講師，藤崎町社会福祉協議会（藤崎町），2019. 2．

• 利用者とのコミュニケーション，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）研
修講師，特別養護老人ホーム 緑青園（平川市），2019. 2．

• 介護現場の動向について，平成30年度　八戸市高齢者虐待防止研修会，八戸市福祉公民館（八戸市），2019. 3．
• 対人援助と事例研究／事例研究の基本的枠組み／事例研究の方法としてのケースカンファレンス／事例研究のため
の事例のまとめ方，青森県社会福祉士会　基礎研修Ⅲ　実践評価・実践研究系科目Ⅰ　研修講師，県民福祉プラザ

（青森市），2019. 5．
• 実践事例演習Ⅱ，青森県社会福祉士会　基礎研修Ⅲ　ソーシャルワーク理論系科目Ⅰ　研修講師，県民福祉プラザ
（青森市），2019. 5．
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• 相談援助の視座と社会福祉援助の展開過程／実践のためのアプローチ／自立生活支援とコミュニティソーシャル
ワーク／実践事例演習，青森県社会福祉士会　基礎研修Ⅱ　ソーシャルワーク理論系科目Ⅰ　研修講師，県民福祉
プラザ（青森市），2019. 6．

• 模擬事例検討会，青森県社会福祉士会　基礎研修Ⅲ　実践評価・実践研究系科目Ⅰ　研修講師，県民福祉プラザ
（青森市），2019. 6．

早川　和江
• 介護用食品の現状と現場で求められる商品，青森県（商工労働部新産業創造課・農林水産部総合販売戦略課），ホ
テル青森（青森市），平成31年 2 月 4 日．

• 食からの健康─生活習慣病を防ぐために─，弘前倉庫株式会社第 8 回安全大会，青森県武道館（弘前市），平成31
年 4 月27日．

平岡　恭一
• 運転者の心理に関すること，独立行政法人自動車事故対策機構青森支所，運行管理者等基礎講習講師，青森市，
2019年 6 月．

• 交通事故防止に関する心理について，独立行政法人自動車事故対策機構青森支所，運行管理者等特別講習講師，青
森市，2019年 8 月．

• 教育心理学，青森県看護協会，2019年度青森県保健師助産師看護師実習指導者講習会，青森市，2019年 6 月．

福士　尚葵
• 福祉職員スキルアップ研修，内潟療護園（中泊町），2018年10月．
• 介護技術スキルチェック研修，黒石あけぼの病院（黒石市），2018年10月．
• 介護技術スキルチェック研修，つくし荘（鯵ヶ沢町），2019年 1 月．
• 介護技術スキルチェック研修，りんどう苑（青森市），2019年 2 月．
• 福祉用具の効果的な使い方，イオンタウン平賀（平川市），2019年 7 月．

藤原　健一
• 実践のための作業療法研究，日本作業療法士協会生涯教育制度現職者共通研修，弘前市，2019年 7 月．

戸来　睦雄
• 認知症の人の介護，障害者支援施設 内潟療護園，中泊町，平成30年10月．
• 怪我をしない介護の仕方，県民福祉プラザ，青森市，平成30年10月．
• 実務者研修，弘前医療福祉大学短期大学部，弘前市，平成30年10月～11月．
• コミュニケーションについて，障害者支援施設 内潟療護園，中泊町，平成30年10月．
• 認知症について，障害者支援施設 内潟療護園 家族の会，岩木町，平成30年11月．
• 身体拘束について，特別養護老人ホーム くろまつ，大間町，平成30年11月．
• 介護のキホンⅡ，県民福祉プラザ，青森市，平成30年12月．
• 認知症サポーター養成講座，障害者支援施設 内潟療護園，中泊町，平成30年12月．
• 食事について，外ヶ浜町社会福祉協議会，外ヶ浜町，平成31年 1 月．
• 認知症の理解と共生社会，平川市社会福祉協議会，平川市，平成31年 1 月．
• 移動・移乗について，特別養護老人ホーム 祥光苑，五所川原市，平成31年 2 月．
• 新任者研修，障害者支援施設 第二うちがた，五所川原市，平成31年 4 月．
• 職場におけるコミュニケーション，ホテルサンルート，五所川原市，令和元年 6 月．
• 高齢者の心理，弘前医療福祉大学短期大学部，弘前市，令和元年 6 月．
• 介護の基本，弘前医療福祉大学短期大学部，弘前市，令和元年 6 月．
• 認知症サポーター養成講座，外ヶ浜町社会福祉協議会，外ヶ浜町，令和元年 7 月．
• 実務者研修，弘前医療福祉大学短期大学部，弘前市，令和元年 8 月．
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• 認知症の人とのコミュニケーションの理解と方法，藤崎町文化センター，令和元年 8 月．
• 介護技術を習得しよう，県民福祉プラザ，青森市，令和元年 9 月．

奈良　昌孝
• 北東北五校進学連絡協議会「昭和，平成，令和へ　進路指導の不易流行」　令和元年 5 月11日　青森国際ホテル．
• 宮城県高等学校進路指導研究会「昭和，平成，令和へ　進路指導の不易流行」　令和元年 6 月18日　宮城県立宮城
野高等学校．

鳴海　圭佑
• 第 7 回弘前城リレーマラソン救護支援活動　弘前公園　令和元年 6 月 9 日．
• 第24回たけのこマラソン大会救護支援活動　平川市立碇ヶ関中学校　令和元年 6 月23日．
• 弘前市消防団　上級救命講習　和徳小学校　令和元年 8 月18日．
• 産学官連携応急手当講習会　エルム五所川原　令和元年 9 月 8 日．

松尾　　泉
• 訪問看護師の実践力・実習指導力アップ研修─ICFの概要と動向─　2018年度青森県在宅ケア研究会（八戸市，
2018，11）．

若松　　淳
• 第27回消防職員専科教育救急科，第 1 回青森県消防学校外傷セミナー（JPTECプロバイダーコース），青森県消防
学校（青森市），平成31年 2 月．

• 東北風土マラソン2019救護，宮城県登米市長沼フートピア公園，平成31年 3 月．
• 第 7 回弘前城リレーマラソン救護支援活動　弘前公園　令和元年 6 月．
• 第24回たけのこマラソン大会救護支援活動　平川市立碇ヶ関中学校　令和元年 6 月．
• 課外授業「救急救命士の仕事」，青森県立大湊高等学校，令和元年 6 月．
• BHELP標準コース 第 2 回青森BHELP標準コース　弘前市　令和元年 8 月．
• 近年の自然災害に学ぶ，第 1 回札幌大谷大学防災士養成研修講座，札幌大谷大学（北海道札幌市），令和元年 9 月．
• 第 5 回弘前医療福祉大学外傷セミナー・コースコーディネーター，弘前医療福祉大学短期大学部，令和元年 9 月．
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外部資金の獲得

工藤　うみ
• 看取りを行う高齢者施設へのタイプ別サポートプログラム開発に向けての基礎的研究，公益社団法人在宅医療助成
勇美記念財団2018年度在宅医療研究助成，2018年 8 月～2019年 8 月，502千円．

鳥羽　　栞
• 科学研究費補助金（基盤研究 （C））：単独（研究代表者）鳥羽栞「パーキンソン病関連タンパク質シヌクレインに
よる微小管制御の分子機構解明」平成30年度交付金額：117万円．

中根　明夫
• 内視鏡を用いた自閉スペクトラム症の腸内菌細菌叢を明らかにすることによる病態解明，日本学術振興会科学研究
費（分担者），令和元年度，直接経費40万円，間接経費12万円．

松尾　　泉
• 地域で生活する独居高齢者を対象とした大学生によるヘルスリテラシー教育に関する研究，日本学術振興会科学研
究費　基盤C（代表者）直接経費合計360万円．


